
新規事業採択時評価結果（平成１７年度新規事業化箇所）

担 当 課：

担当課長名：

事業名 主要地方道 亀岡園部線 道路新設改良事業 事業 主要地方道 事業 京都府

区分 主体

起終点 自：京都府亀岡市古世町 延長
かめおか こせちょう

至：京都府亀岡市保津町 ０．４３km
かめおか ほづちょう

事業概要

主要地方道亀岡園部線は亀岡市内の国道９号交差部を起点とし、園部町内に至る幹線道路であり、一級

河川桂川左岸地域の骨格道路として、市町間の交流・連携に資するとともに、沿線地域の生活道路として

また亀岡市の観光産業を支える道路として重要な役割を担っている。本事業は、保津橋から市道クニッテ

ルフェルド通りの間において、ＪＲ山陰本線複線化事業と併せ、立体交差化を含む延長４３０ｍの２車線

道路である。

事業の目的、必要性

本事業は、保津橋から市道クニッテルフェルド通りの間において、ＪＲ山陰本線複線化事業と併せ、立

体交差化し、幅員狭小、線形不良個所を解消すると共に、歩道設置を行ことにより、交通の円滑化、交通

安全の向上を図り、地域間の交流・連携の強化を支援するものである。

全体事業費 ４３億円 計画交通量 ６，４００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年

分析結果 １．５ ３２億円 ４７億円 平成１６年

億円 走行時間短縮便益： ４２億円事 業 費： ３２

億円 走行費用減少便益： ４億円維持管理費： ０

交通事故減少便益： １億円

事業の効果等

・踏切部の渋滞解消及び安全性の確保（ＪＲ山陰本線保津踏切の立体交差化により踏切部の渋滞解消及び

安全性を確保する。ＪＲ複線化に伴う列車本数の増加のため踏切遮断時間の増加が予測）

・交通の安全性の確保（線形不良及び幅員狭小部の解消を図り、交通の安全を確保）

・歩行者・自転車の安全性の確保（歩道の設置により歩行者・自転車の安全の確保する。通学路指定）

・第２次緊急輸送道路に指定（緊急時の輸送が確保できる）

関係する地方公共団体等の意見

・亀岡市、保津町自治会他関係自治会要望毎年あり

・亀岡市商工会議所、経済同友会、観光協会、自治連合会、青年会議所から要望（平成16年１月）

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

延伸計画区間 L=430m整備完了区間 L=670m

至 馬堀駅 至 国道９号

保津橋 L=368m

保
津
川
下
り

船
乗
場

桂川左岸

桂川右岸

高架部 L=290m 取付部 L=140m

延伸計画区間 L=430m整備完了区間 L=670m

至 馬堀駅 至 国道９号
保津橋 L=368m

保
津
川
下
り

船
乗
場

桂川左岸

高架部 L=290m 取付部 L=140m

駅北(新市街地)
整備構想

全体事業費 約４３億円(予定)

保津踏切


